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慢性疼痛の疼痛調節機構と運動誘発性鎮痛メカニズムの解明
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■	研究の概要
　慢性疼痛の病態には、疼痛感作や内因性疼痛調節機能の変調など疼痛調節機構の異常が関与
しており、これらの病態は定量的感覚検査（QST）によって客観的に評価可能となっている。また、
慢性疼痛治療の第一選択とされる運動には運動誘発性鎮痛（EIH）効果が知られているが、その
鎮痛メカニズムや標準的治療法は確立されていない。現在、QSTを用いてさまざまな運動条件
によるEIH 効果を神経学的に解析し、慢性疼痛の鎮痛メカニズムを明らかにすることを目指し
ている。

■	他の研究／技術との相違点
　慢性疼痛の病態解明において疼痛調節機構に着目し、運動療法がもたらす EIH の神経学的メ
カニズムを解明する点に独自性がある。これにより、慢性疼痛治療における標準的治療（リハビ
リテーション）法の確立が期待され、疼痛医療の向上に大きく貢献する。

■	今後の展開、実用化へのイメージ
　現在蓄積中のQSTデータと運動条件ごとのEIH効果の解析結果を広く公開し、実際の疼痛リ
ハビリテーションへ応用することで、臨床現場における治療効果の最大化を目指す。
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